
愛　　　　　　板（１）令和２年３月15日 愛板５６７号

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は

2
月
20
日
㈭
午
後
1
時
か
ら

名
古
屋
市
名
駅
の
キ
ャ
ッ
ス

ル
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
第
55
回

通
常
総
代
会
を
開
催
し
た
。

司
会
を
浅
井
孝
好
氏
（
幡

豆
支
部
）
が
務
め
、
山
内
政

明
常
務
理
事
の
開
会
の
辞
に

続
き
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、

小
野
寺
俊
一
理
事
長
が
挨
拶

し
た
。

議
長
に
松
隈
信
男
氏
（
東

三
支
部
）
が
選
出
さ
れ
、
定

足
数
（
総
代
65
名
、
出
席
41

名
、
委
任
状
提
出
24
名
）
の

報
告
が
あ
り
議
案
審
議
に

入
っ
た
。

第
1
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
、

損
益
計
算
書
、
等

第
2
号
議
案

令
和
2
年
度
事
業
計
画
書
、

収
支
予
算
書

第
3
号
議
案

賦
課
金
徴
収
方
法

第
4
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額

第
5
号
議
案

令
和
元
年
度
全
板
国
保
収

支
決
算
書

第
6
号
議
案

令
和
元
年
度
労
働
保
険
収

支
決
算
書

第
7
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更

定
款
の
一
部
変
更
で
は
組

合
員
の
減
少
に
伴
い
総
代
の

定
数
を
65
名
か
ら
50
名
に
す

る
事
が
審
議
さ
れ
た
。

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

て
議
長
降
壇
と
な
っ
た
。

そ
の
後
来
賓
の
愛
知
県
経

済
産
業
局
産
業
部
産
業
振
興

課
・
松
川
典
靖
課
長
、
愛
知

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・

井
関
敦
之
経
済
部
主
幹
兼
管

理
グ
ル
ー
プ
長
に
祝
辞
を
頂

き
、
来
賓
の
方
々
の
紹
介
を

終
え
、
神
谷
定
幸
常
務
理
事

の
閉
会
の
辞
に
て
閉
会
し
た
。

休
憩
後
、
同
会
場
に
て
知

多
支
部
員
で
あ
り
東
海
ド

ロ
ー
ン
協
会
・
会
長
の
蟹
江

康
氏
が
「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

法
」
と
題
し
て
簡
単
な
ド

ロ
ー
ン
の
説
明
と
板
金
業
界

で
活
躍
が
期
待
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
調
査
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

午
後
4
時
か
ら
は
他
の
来

賓
の
方
々
も
参
加
し
て
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
午
後
5
時
半

頃
に
散
会
と
な
っ
た
。

赤
池
（
豊
田
支
部
）

小
木
曽
重
男
氏
が
選
出
さ
れ

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
谷
倉
副

理
事
長
よ
り
最
近
の
環
境
問

題
に
つ
い
て
、
井
藤
会
長
か

ら
は
職
業
訓
練
校
の
授
業
内

容
や
入
校
生
の
案
内
、
呼
び

か
け
な
ど
が
あ
っ
た
。

閉
会
の
辞
は
江
南
支
部
の

猪
子
佳
徳
氏
が
行
い
終
了
し

た
。懇

親
会
は
「
日
本
料
理	

江
美
」
で
行
わ
れ
、
谷
倉
副

理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭

で
宴
に
入
っ
た
。
参
加
者
は

近
況
報
告
や
情
報
交
換
を
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

兼
（
津
島
支
部
）

2
月
23
日
㈰
午
前
10
時
よ

り
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
研
修
室

に
て
、
令
和
元
年
度
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
93
名
中
30
名

が
出
席
し
、
来
賓
と
し
て
愛

知
県
板
金
工
業
組
合
よ
り
谷

倉
好
光
副
理
事
長
、
愛
知
県

板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会
よ

り
井
藤
和
美
会
長
が
出
席
し

た
。当

初
、
司
会
進
行
は
津
島

支
部
の
水
野
勝
巳
氏
の
予
定

で
あ
っ
た
が
体
調
不
良
で
、

同
支
部
の
兼
真
次
郎
氏
が
急

遽
代
理
を
務
め
る
異
例
の
始

ま
り
と
な
っ
た
。

田
口
繁
勝
相
談
役
の
開
会

の
辞
に
続
き
、
大
山
耕
平
会

長
が
挨
拶
さ
れ
、
今
後
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

議
長
に
は
一
宮
支
部
長
の

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

第
55
回

　通
常
総
代
会
開
催

第
55
回

　通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

尾
張
板
金
連
合
会

尾
張
板
金
連
合
会

▲

総
代
会
風
景

▲

講
演
す
る
蟹
江
康
氏

▲

総
会
風
景

▲

あ
い
さ
つ
す
る

小
野
寺
俊
一
理
事
長

▲

あ
い
さ
つ
す
る大

山
連
合
会
長



愛板５６７号 令和２年３月15日（２）愛　　　　　　板

２
月
度
の
動
き

【
県
　
板
】

2
日	

青
年
部
幹
事
会

	

於
　
組
合
会
議
室

	

出
席
者
　
理
事
長

4
日	

中
央
会
政
策
連
盟
総
会

及
び
理
事
会

	

於
　
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

	

出
席
者
　
理
事
長

13
日	

総
務
委
員
会

	

於
　
組
合
会
議
室

20
日	

県
板
総
代
会

	

於
　
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

22
・
23
日
　
第
42
回
全
国
建
築

板
金
競
技
大
会

	

於
　
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

26
日	

広
報
委
員
会

	

於
　
組
合
会
議
室

27
日	

全
板
国
保
組
合
会

	

於
　
板
金
会
館

	

出
席
者
　
谷
倉
副
理
事
長

28
日	

山
田
上
氏
受
章
祝
賀
会

	

於
　
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

	

出
席
者
　
理
事
長

【
各
支
部
】

中
川
港
支
部

21
日
　
定
例
会	

7
名

・
各
行
事
の
打
ち
合
わ
せ

尾
張
板
金
連
合
会

23
日
　
令
和
元
年
度

　
尾
張
板
金
連
合
会
総
会	

30
名

一
宮
支
部

4
日
　
役
員
会	

12
名

・
班
長
交
代
に
つ
い
て

・
全
板
大
会
等
に
つ
い
て

犬
山
支
部

15
日
　
支
部
会

岡
崎
支
部

10
日
　
役
員
会	

11
名

・
岡
崎
支
部
総
会
に
つ
い
て

・
全
板
静
岡
大
会
に
つ
い
て

碧
南
支
部

5
日
　
役
員
会	

3
名

・
支
部
旅
行
に
つ
い
て

刈
谷
支
部

12
日
　
定
例
会	

6
名

・
情
報
交
換
等

豊
田
支
部

8
日
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会	

28
名

15
日
　
青
年
部
総
会	

5
名

西
尾
支
部

13
日
　
三
役
会	

3
名

・
今
後
の
支
部
活
動
に
つ
い
て

東
三
支
部

9
日
　
通
常
総
会	

34
名

二
月
も
後
半
に
な
り
、
今

年
も
ス
ギ
花
粉
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ

い
で
の
マ
ス
ク
不
足
は
、
花

粉
症
の
方
に
は
深
刻
な
悩
み

で
す
よ
ね
。

わ
た
し
自
身
は
、
こ
の
時

期
は
朝
が
少
し
つ
ら
い
だ
け

で
す
が
、
ヒ
ノ
キ
花
粉
が
飛

び
始
め
る
頃
か
ら
、
六
月
末

頃
ま
で
が
つ
ら
い
ピ
ー
ク
に

な
り
ま
す
。
特
に
イ
ネ
科
の

植
物
（
多
分
カ
モ
ガ
ヤ
と
呼

ば
れ
て
る
物
）
の
時
期
が
、

ひ
ど
く
調
子
が
悪
い
で
す
。

こ
の
カ
モ
ガ
ヤ
が
、
家
の
近

所
に
た
く
さ
ん
自
生
し
て
る

ん
で
す
よ
・
・
・

風
が
強
い
と
最
悪
、
曇
り

で
も
楽
に
な
ら
な
い
。

外
の
仕
事
で
す
の
で
、
上

手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
し
か

な
い
の
か
な
ぁ
・
・
・

二
月
二
十
六
日
㈬

五
六
七
号
　
編
集
会
議

広
報
委
員
　
六
名

松
浦
副
理
事
長
　
出
席

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

東
三
支
部
は
、
2
月
9
日

㈰
、
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊

橋
に
て
第
81
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。

出
席
者
28
名
（
委
任
状
提

出
62
通
）、
来
賓
に
県
板
・

小
野
寺
理
事
長
、㈱
ウ
チ
ダ
・

内
田
社
長
、㈱
セ
キ
ノ
興
産
・

岡
島
豊
橋
店
長
、
横
山
興
業

㈱
・
星
川
豊
橋
営
業
所
長
を

お
迎
え
し
定
刻
の
午
後
2
時

開
会
し
た
。

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
午

後
3
時
15
分
閉
会
と
な
っ
た
。

暫
し
休
憩
を
し
た
後
、
隣

接
す
る
会
場
で
約
2
時
間
懇

親
会
も
行
わ
れ
た
。

松
浦
（
東
三
支
部
）

豊
田
支
部
は
2
月
8
日
㈯

に
豊
田
市
元
町
の
美
登
里
ボ

ウ
ル
に
於
い
て
恒
例
の
親
睦

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

た
。組

合
員
の
家
族
や
従
業
員

の
他
、
横
山
興
業
㈱
か
ら
も

参
加
を
い
た
だ
き
、
28
名
が

2
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
ピ
ン

で
順
位
を
争
っ
た
。

午
後
6
時
半
ス
タ
ー
ト
し

1
時
間
半
ほ
ど
で
全
員
が
投

豊
田
支
部
青
年
部
は
2
月

15
日
㈯
に
、
豊
田
市
東
山
町

の
韓
国
料
理
店
「
ソ
ウ
ル
」

に
て
第
40
回
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

当
日
は
部
員
5
名
が
出
席

し
、
来
賓
と
し
て
親
組
合
よ

り
田
中
義
久
支
部
長
と
、
横

山
興
業
㈱
様
よ
り
恩
澤
直
樹

氏
が
出
席
さ
れ
た
。

部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の

後
に
議
案
審
議
に
入
り
「
役

員
改
選
」
の
議
案
で
は
県
板

青
年
部
の
役
員
改
選
と
足
並

み
を
揃
え
る
こ
と
に
な
り
、

後
藤
洋
平
部
長
、
服
部
由
太

会
計
が
も
う
一
年
継
続
と
な

り
、
副
部
長
の
役
を
無
く
す

こ
と
が
決
定
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
乾
杯
の
音
頭
を
恩

澤
氏
に
と
っ
て
頂
い
た
。

今
後
の
青
年
部
へ
の
入
会

者
の
有
無
、
年
会
費
の
値
上

げ
な
ど
厳
し
い
現
実
も
あ
る

が
、
な
ん
と
か
青
年
部
を
存

げ
終
え
、
場
所
を
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
に
移
し
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
田
中
義
久

支
部
長
と
横
山
興
業
㈱
の
恩

澤
直
樹
氏
の
挨
拶
の
後
、
1

位
か
ら
順
位
発
表
と
な
り
全

員
が
参
加
賞
を
受
け
取
っ
た
。

各
部
門
の
優
勝
者
は
、

男
性
の
部

久
野
誠
さ
ん
　
　
334
点

子
ど
も
の
部

土
屋
飛
翔
く
ん
　
338
点

で
し
た
。

今
年
は
参
加
者
が
少
な
く

「
女
性
の
部
」
は
取
り
や
め

に
し
た
。
組
合
員
の
減
少
に

よ
り
参
加
人
数
も
年
々
減
っ

て
い
る
が
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
人
も
い
る
の
で
来
年
は

多
く
の
参
加
者
を
期
待
し
た

い
。
　		

赤
池
（
豊
田
支
部
）

続
さ
せ
よ
う
と
こ
れ
か
ら
の

運
営
に
つ
い
て
も
話
し
合
い

な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。
中

締
め
を
本
総
会
で
青
年
部
を

卒
業
さ
れ
る
福
田
秀
和
氏
が

行
い
お
開
き
と
な
っ
た
。

赤
池
（
豊
田
支
部
）

編
集
後
記

豊
田
支
部

　親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

豊
田
支
部

　親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第
40
回 

通 

常 

総 

会

第
40
回 

通 

常 

総 

会

豊
田
支
部
青
年
部

豊
田
支
部
青
年
部

東
三
支
部

東
三
支
部通

常
総
会
開
催

▲ 総会風景

▲ 各部門優勝者


